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B省 力的 育林 技術 に関 す る研究

植栽方式別生長、草量 について

宮 島 寛 ・中 富 司

壌。 はじめに

実験地は、昭和58年 、九大粕演15林 班い小班内約2haに 設定され、6植 栽方式(サ シス

ギ 臼 品種)溺 の試験区からなりたつているo

この研究は、育林初期の作業を省力化 し、労働生産性を高める方策を考究することを課題 と

して、すでに地持か ら下刈までの一漣 の作業過程を第6報 までに報告 しているo

今回は、 これ らの作業過程鉛よび植栽方式のちがいが、植栽木の生長や下草植生 にどのよう

な影響thM・よぼすかについて調べ、あわせて下刈作業終了年度の目安をえるだめ、昭和44年

2月 と8月 に調査を行なつた0

2.調 査の方法

1)植 栽方式劉、主要品種の生長調査(2月)一 各植栽方式別(主 要4品 種(ク モ トォシ、

ヤイチ、ヤブクグリ、コガボ)を 対象 として、それぞれ一定樹高階の各10本 について生育状

態を調査 したo(前 回4591o調 査の資料にょり、品種別に一定樹高階を作 り、地位のめや

すとした。)

2)植 栽木と草量、草丈等の調査(8月)一 各植我方式溺に8品 種について、谷筋から尾

根 までを縦方向に数列(1～6列)生 育状態を毎木調査するとともに、 これと関連 した箇所別

に 壕～5㎡ ずつ、計2燦 箇所の草丈、草量(メ 彗払い生重測定)k・ よび植生について調査 したo

乙 調査の結果 と考察

壌)植 栽方式別生育調査の結=果一 植栽方式溺、品種別に生育状態を調査 したものが表一 壌

であb、 植栽瑛7年 目をむかえた現在では、下刈作業もほぼ完了し允時点に達 したと見なされ

る林地もあるo正 方形植と他の5方 式を比較 してみると、総体的にはほぼ同程度の生長 を示 し

ているが、部位別にみると次の ような差異があるo

① ク臓一ネ:正 方形植、全刈の林地では、クローネ巾は水平方向〉傾斜方向、樹幹 を中心

来1
としてみると水平犠左〉右、傾斜畿下〉上 となつている。 しか し、閉鎖がすすむとこの関係は

小さ くなる傾向を示すo並 木植方式では、内債巷に面 した方、すなわち下刈側の生長が大きく外

側が小さい傾向がみられ、表一一2の と語り有意差があつたo列 植方式 では水平列植=水 平 〉傾

斜、垂直列植瓢傾斜〉水平 とな塑植栽列の方向に大 きいが、有意差はなかつだ。巣植では、巣



の中心 か ら放射状 にみた場合は、僅 かなが ら内(下 刈)側 が大 き ぐ、放射方向 と切 線方向(放 射

状 と反 対方向)と では、放射 方向が僅 かに大 きいoし か し、閉鎖 がすすむ とこの関係は逆 になb、

外側 に大 き くkつ てきているo

隣接 木 との.クロー ネの交差 は、正 方形植 に比 べ他 方式 の方に多 くみ られ る。最大 と最小 の.クロ

ーネ巾の差 は他方式の方が大 き く
、 したがつて形 も変則的 な楕 円形 となる。最大 クローネ巾の地

上高は正 方形植 が高 く、クロー ネの投影面積 では正 方形植 が僅 かに大 きいが表 面積 では殆ん ど差

はみ られ ないo

② 根 元直径:表1の とお り、正方形植 よb他 方式 が僅 かに大 きいo

③ 樹高:地 位 との関連 で明確 ではないが植栽 方式 に起因す る生長 の差 はみ とめ られない。

2)植 栽 木 と草量 、草丈等 の調査結果 一 植栽 方式別 に調査 した なかか ら、概ね地位 の等 しい

個所 につい て委とめたものが夫一5で あるo正 方形植 と他方式 を比較 してみ ると、草量 は正方形植

の方が少 ないが、他 方式 の うち下 刈施行(内)側 だけをみる と正 方形植 よりも少 な く、閉鎖 が進

むにつれて滅少 するoま た、草種 をイネ科 と、 これ以外 に分 けてみ ると、正 方形植 ではイネ科が

少 な く、他 方式 の下刈無施行(外)側 にイネ科が最 も多 い。 この傾 向 も草量 と同 じであるo草 丈

は、優 占種 スス キについてみ ると、他方式 内側 で最 も低 く、草丈に対 する樹高 が正 方形植では

1.4に 対 し、他方式内側1.6、 同外 側1.3で 平 均す るとあま!差 がない。

3)考 察

① この試験地 では植 栽方式、下 刈作業施行箇所等 が異 なつて も植栽木 の生長 は、総体的には

あま りかわ らないoす なわ ち、 省力施業 を行 なつた ことに よる生長への影響 は、ほ とん どみ られ

ないo

② 植 栽初期の クローネの生長方 向1よ、刈払い方式 の違 いに起因す る下層植 生の変化 が、 かな

.りの影響 を一与えてい るo

③ 正 方形植以外 の方式 では、 ク ローネの生長 は、 これの交差時点 を変換点 と して、 それ以後

は反 対方向 に旺 盛 となる傾向が み られ る。

④ 下層植生 の量 や草種 は、植栽 方式、下刈方式 の違 いに より変化 がみ られる。

⑤ 樹 高 と草丈の関係 は、植 栽方式の違 いに よる差 は平均す るとほ とん どみ られない。 また、

下刈必要 限界穿、樹高が草丈の 玉5倍 、 または60～8Denぬ き出る ころまで とす ると、 ここで

は樹 高250～270cm位 が あては まる。 このときの最大 クローネ巾地上高 は草丈 の0 .5前 後 で

あるo(来1一 左 は北東、右 は南西側にな り、右 には隣接 してスギ60年 生 林分が あるo)



表一1植 栽方式別生長調査表(指 数)

注:調 査品種 はクモ トオシ、ヤ ブクグ リ、ヤイチ、 コガボ

表一一2糠 方式(水 ・並垂 。遊)鷹(粉 多τ)方 向(舞 穰1)艦 分析

(ク 嶽 一 ネ)



表一一5植 栽方式溺

測定位置別
植栽樹と下層植生調査表

注 暮 ① 調査品種は、他方式 の うち塞 ・並植 のみ クモ トォシ、ヤ ブクグ リ、

その他 は全部ヤ イチo

② 他 方式 は垂 。並、垂 ・列、巣植 の5方 式o


